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ＷＳＺとはどんな白斑？

� 木星の北熱帯地方にある大型の白斑

� NEBnの後退ジェットストリームの北に接し、高気圧的
な循環（右回り）を持つ渦

� 1997年に形成、以後18年に渡って存続、この緯度
の模様としては異例の長命

� BAAのRogersにより、WSZと命名された

� メタンバンドで大変明るい高高度の模様

� NEBの幅の変化により、様相が変化。NEBが太い時
はベルト北部に埋もれた白斑、細いときはNTrZの白
斑となる

� 北熱帯の他の模様と衝突・合体を繰り返している
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右回り）



2010-112009-102008

20072006

2011-12 2012-13 2013-14

2014-15

2000-01

2004-052003-04

1997 1998-99 1999-00 2001-02

2002-03



ＷＳＺの経度変化

NEB拡幅

NTBsジェットのoutbreak

� 平均のドリフトは-0.35°/day
で、同し緯度にある模様に比べ
て速い。

� II系では、すでに木星面を６周半
した。

� ドリフトの変動は極めて大きく不
規則（-0.17～-1.15°/day）。

� 北熱帯地方で起こるイベントと
の関連は認められるが、加減速
の傾向は定まっていない。



風速と緯度の変化

• 風速は-1.2～+12.0m/sの範囲で変化

• 緯度は+18.2～+19.8°の範囲だが、±0.5°の誤差が
ある

• 風速と緯度には相関が見られる。北緯23°を流れる木
星面最速のジェットへ向かう大きな速度勾配のある領域
に隣接しているので、緯度が北に上がると加速しやすい
ためと思われる
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ＷＳＺの形成

WSZ

• 1996年から1997年にかけて起こったNEB拡
幅の結果、ベルト北縁に7個の小白斑が形成さ
れた。WSZはその中のひとつ。

• 1996年には同定できる白斑なし。

• サイズと明るさは他の白斑と変わりなし。

• ドリフトは他の白斑よりも速かった。

WSZ
1997

1996



他の模様との衝突・合体

� 同緯度の他の模様よりもドリフトが大きいため、前方の模様と
次々に衝突。

� 相手が同じ白斑の場合は、互いに時計回りに回りながらひと
つの白斑に融合。

� 相手がバージ（低気圧的暗斑）の場合は破壊。またはバージ
を加速するか、WSZ自身が減速する。

� 合体を繰り返しながらWSZは成長し、北熱帯の「ぬし」的存在
となった。
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他の白斑と区
別できない

他よりも明ら
かに大きい



Williams & Wilson（1988）の渦合体モデル

� 東西流における渦の振舞いに関する数値モデル。

� 後退ジェットの不安定によって渦が生成され、時間とと
もに最大の渦が小さいものを吸収していく。

� 大赤斑の成長モデルとして引用されることがある。

� 合体を重ねて成長するWSZを思わせる。

2001

2010

WSZは北半球の大赤斑のような存在になる！？



ＷＳＺの赤化

� 2013年11月にChristopher Goが指摘。

� 9～10月に見られた灰色の「しみ」のようなものが赤
みを帯びた。

� メタンバンドでも著しく明るい。

� 長命な高気圧性の白斑は赤みを帯びる傾向がある（
大赤斑、永続白斑など）。渦が鉛直方向に成長したこ
とを示しているのかもしれない。

� 2014年5月ころには赤みがなくなり、秋には元の白斑
に戻った。
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メタンバンドで見たＷＳＺ
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� WSZは他の高気圧的白斑と同じように、
メタンバンドでも明るい。

� 明るさは大きく変動。通常は大赤斑やBA
よりもかなり暗い。

� 2013～2014年の赤化時は、著しく明る
くなり、大赤斑／BAに匹敵。

� メタンブライトな特徴は赤化に先行して現
れた。また、WSZの赤みは2014年5月に
はほぼ失われたが、メタンでの明るさは残
った。
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ＷＳＺはなぜ特別な存在なのか？

形成時は他の白斑と形状と緯度では差がない

ドリフトは白斑中最速

衝突・合体のチャンスが多い

合体を繰り返すことで渦として成長

他の白斑よりも有利に

北熱帯の最大の白斑となる

成熟した高気圧的白斑として赤みを帯びる

北熱帯の大赤斑となるか？



この発表では、下記の方々の画像を
使用させていただきました。
ありがとうございました
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